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て
同
胞
兄
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水
豊
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清
水
豊
子 

号
は
紫
琴
。
岡
山
県
に
生
ま
れ
る
。
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学
校
卒
業
。

明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
、
自
由
民
権
派
の
弁
護
士
・
岡
崎
晴
正
と
結
婚

し
、
と
も
に
自
由
民
権
運
動
に
携
わ
る
。
明
治
二
十
年
、
奈
良
で
開
か
れ
た

民
権
派
の
集
会
に
初
め
て
登
壇
し
て
以
降
、
演
説
を
行
っ
た
。
次
第
に
、
民

権
を
男
性
の
み
で
な
く
、
女
性
も
得
る
べ
く
、
女
権
運
動
に
か
か
わ
る
よ
う

に
な
る
。
背
景
に
は
、
晴
正
が
当
時
の
慣
習
に
倣
い
、
他
の
女
性
と
も
家
庭

を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
悩
み
が
あ
り
、
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年

に
出
会
っ
た
自
由
民
権
運
動
家
の

植う

え

木き

枝え

盛も

り

が
、
女
権
を
推
奨
す
る
立
場

だ
っ
た
こ
と
に
影
響
を
受
け
た
。
豊
子
は
、
男
女
同
権
と
と
も
に
、
一
夫
多

妻
を
否
定
す
る
主
張
も
し
た
。
私
生
活
で
は
、
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）

年
、
晴
正
と
離
婚
し
た
。
直
後
に
は
京
都
で
、
女
権
拡
張
に
つ
い
て
千
八
百

人
の
聴
衆
を
前
に
弁
じ
た
と
言
い
、
新
た
な
出
発
を
思
わ
せ
る
。
明
治
二
十

三
（
一
八
九
〇
）
年
に
は
、
当
時
の
先
進
的
な
女
子
教
育
の
雑
誌
で
あ
っ
た

『
女
学
雑
誌
』
記
者
と
な
り
、
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
に
は
、
小
説

「
こ
わ
れ
指
環
」
を
発
表
。
作
中
女
性
の
一
人
称
で
、
離
婚
に
至
る
ま
で
の

心
境
を
描
い
た
。
意
図
し
な
い
男
性
と
の
関
係
な
ど
の
波
乱
も
経
た
が
、
明

治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
、
農
芸
化
学
者
の
古
在
由
直
と
結
婚
し
た
。
明

治
三
十
年
代
半
ば
に
は
執
筆
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。 

出
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本
文
は
『
紫
琴
全
集
』
全
一
巻
（
草
土
文
化 

昭
和
五
十
八
）
に
よ
っ
た
。

教
科
書
表
記
の
統
一
に
よ
る
変
更
の
ほ
か
は
、
本
文
に
異
同
は
な
い
。 

初
出
は
『
興
和
之
友
』
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
。
興
和
会
は
、
奈

良
の
民
権
運
動
の
団
体
で
あ
り
、
『
興
和
之
友
』
は
、
そ
の
機
関
誌
。
た
だ

し
、
『
紫
琴
全
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
草
稿
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
草
稿
で
は
、
夫
と
い
う
立
場
が
家
庭
内
で
理
不
尽
と
も
言
え
る
権
力

を
持
っ
て
妻
を
抑
圧
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
法
律
も
及
ば
な
い
こ
と
を
批
判

し
、
国
政
に
お
け
る
自
由
よ
り
先
に
家
庭
に
お
け
る
解
放
を
主
張
し
て
い

る
。
対
し
て
、
発
表
さ
れ
た
も
の
で
は
国
会
開
設
を
見
据
え
た
同
権
の
主
張

が
大
き
い
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
流
布
し
て
い
る
『
全
集
』
版
を

採
用
し
た
。 
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語
句
の
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
一
七
九
ペ
ー
ジ 

上
５
同
胞 
実
の
き
ょ
う
だ
い
。
同
じ
国
民
、
同
じ

民
族
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 
上
６
暁
ニ
ハ 

こ
こ
に
限
ら
ず
、

「
ニ
」「
ハ
」
が
現
在
統
一
さ
れ
て
い
る
平
仮
名
と

は
異
な
る
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
木
版
か
ら
活

字
へ
の
移
行
期
に
は
、
こ
の
よ
う
に
複
数
の
仮
名

が
並
行
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。 

上
７
必
竟 

さ
ま
ざ
ま
な
経
過
を
経
て
も
最
終
的
に

は
。
結
局
。 

上
８
立
憲
政
体 

憲
法
を
定
め
、
議
会
を
通
じ
て
国

政
を
行
う
政
治
形
態
。 

上
９
知
悉 

こ
と
ご
と
く
知
っ
て
い
る
こ
と
。
細
か

い
点
ま
で
知
っ
て
い
る
こ
と
。 

上
12
浸
害 

こ
こ
で
は
、
侵
害
、
つ
ま
り
他
人
の
権

利
や
所
有
な
ど
を
お
か
す
こ
と
。 

上
14
揚
々
乎
と
し
て 

得
意
げ
に
。
誇
ら
し
げ
に
。

「
乎
」
は
、
状
態
・
様
子
を
表
す
語
に
付
け
て
、

語
調
を
強
め
る
助
字
。 

上
14
繊
弱 

か
よ
わ
い
こ
と
、
た
お
や
か
な
こ
と
。 

上
14
乗
し
て 

乗
じ
て
。
つ
け
こ
ん
で
。 

上
15
抑
圧
を
逞
ふ
せ
ん 

要
求
や
行
動
に
対
す
る

押
さ
え
つ
け
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
よ
う
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

上
18
こ
れ
あ
に
論
理
に
適
し
た

る
も
の
な
ら
ん
や
。 

明
治
開
化
期
に
は
、
近
代

化
の
尺
度
と
し
て
論
理
的
で
あ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
。
女
性
に
つ
い
て
は
感
情
的
で
知
性
に
乏

し
い
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
広
ま
っ
て
い

た
が
、
こ
の
文
章
で
は
男
性
の
人
権
論
者
の
矛
盾

を
整
然
と
指
摘
し
て
い
る
。 

下
１
奥
妙
の
理 

奥
深
く
と
ら
え
る
の
が
難
し
い
物

事
の
道
理
・
道
筋
。 

下
２
大
見
識
家 

物
事
の
本
質
を
捉
え
、
確
か
な
判

断
を
す
る
能
力
を
持
っ
た
人
。 

下
３
便
宜 

好
都
合
。 

下
３
器
械 

装
置
・
道
具
。「
機
械
」
が
主
に
動
力
装

置
を
内
蔵
し
た
も
の
に
使
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、

「
器
械
」
は
動
力
装
置
を
持
た
な
い
も
の
に
使
用

す
る
。 

下
４
玩
弄
物 

お
も
ち
ゃ
。
慰
み
も
の
と
し
て
も
て

あ
そ
ぶ
も
の
、
人
。 

下
４
妾 

一
人
称
の
人
称
代
名
詞
。
女
性
が
へ
り
く

だ
っ
て
使
う
。
近
世
で
は
武
家
の
女
性
が
使
っ
た
。
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鑑
賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
自
由
民
権
運
動
が
主
張
し
た
憲
法
制
定
と
国
会
開
設
は
、
明
治
十
四
（
一

八
八
一
）
年
の
明
治
天
皇
に
よ
る
国
会
開
設
の
詔
勅
に
基
づ
い
て
、
明
治
二

十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
、
明
治
二
十
三

（
一
八
九
〇
）
年
に
国
会
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
実
現

を
目
前
に
、
世
間
の
注
目
が
集
ま
る
時
期
に
発
表
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
。
自

由
や
立
憲
政
体
を
求
め
る
人
々
は
「
人
権
」
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
知

る
は
ず
で
あ
り
、「
人
」
と
は
男
女
を
共
に
含
む
言
葉
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
女
性
を
抑
圧
す
る
男
性
が
い
る
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
と
、
論
理
的

に
問
い
か
け
て
い
る
。 

こ
の
時
の
選
挙
権
は
、
十
五
円
以
上
納
税
す
る
二
十
五
歳
以
上
の
男
子
に

限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
全
人
口
の
一
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
文
章
で
は
、
数
少
な
い
国
会
議
員
を
目
指
せ
る
人

に
向
け
て
、
得
ら
れ
る
力
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
問
い
か
け
て
い
る
が
、
男

性
の
多
く
も
政
治
の
意
思
決
定
に
参
加
で
き
な
い
状
況
を
背
景
に
し
て
い
れ

ば
こ
そ
、「
人
」
は
す
べ
て
同
じ
だ
と
し
て
、
女
性
の
抑
圧
へ
の
共
感
を
引
き

出
す
べ
く
訴
え
か
け
て
い
る
。
当
時
の
「
女
権
」
は
、
論
者
に
よ
っ
て
、
女

性
参
政
権
の
要
求
に
も
、
基
本
的
な
人
権
の
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
本

抜
粋
で
は
、
日
常
生
活
の
隅
々
に
及
ぶ
男
性
か
ら
女
性
へ
の
圧
迫
を
問
題
に

し
て
い
る
の
で
、
後
者
と
言
え
る
。 

自
由
民
権
運
動
に
お
い
て
は
、
演
説
会
を
開
き
、
主
張
を
聴
衆
に
広
め
る

こ
と
が
行
わ
れ
た
。
演
説
に
は
特
徴
的
な
口
調
が
生
み
出
さ
れ
た
が
、
書
き

言
葉
で
あ
る
評
論
に
お
い
て
も
そ
う
し
た
特
徴
は
移
さ
れ
、
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
。
本
抜
粋
で
も
、「
な
ら
ず
や
」
「
あ
ら
ず
や
」
と
い
っ
た
問
い

か
け
が
多
く
用
い
ら
れ
て
読
み
手
に
同
意
を
求
め
て
お
り
、「
そ
の
通
り
！
」

「
違
う
！
」
な
ど
掛
け
声
を
か
け
た
く
な
る
よ
う
な
文
体
で
あ
る
。 

先
行
す
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て

中な

か

島じ

ま

湘
し

ょ

う

煙え

ん

（
文
久
三
〈
一
八
六
四
〉
年
～

明
治
三
十
四
〈
一
九
〇
一
〉
年
）
の
「
同
胞
姉
妹
に
告
ぐ
」（
明
治
十
七
）
が

あ
り
、
こ
れ
を
意
識
し
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
中
島
湘
煙
も
民
権
思
想
家

で
あ
り
、「
自
由
燈
」
や
「
女
学
雑
誌
」
を
中
心
に
論
説
を
発
表
し
た
が
、
若

く
し
て
肺
結
核
で
亡
く
な
っ
た
。「
同
胞
姉
妹
に
告
ぐ
」
は
、
教
育
や
財
産
所

有
な
ど
広
い
話
題
に
つ
い
て
、
男
女
が
同
権
で
あ
る
べ
き
論
理
を
明
示
し
、

男
性
が
力
で
女
性
を
抑
え
る
非
を
説
き
、
愛
情
の
重
要
性
を
述
べ
た
。
中
島

が
女
性
た
ち
に
論
理
へ
の
目
覚
め
を
呼
び
か
け
た
の
に
対
し
、
本
教
材
で
は
、

権
力
を
持
ち
、
女
性
の
人
権
を
制
限
し
て
い
る
男
性
に
「
敢
て
」「
同
胞
」
と

呼
び
か
け
、
彼
ら
の
変
化
を
求
め
て
い
る
。 

引
用
以
外
の
部
分
に
は
、「
我
等
女
子
た
る
も
の
は
必
し
も
吾
々
の
兄
弟
諸

君
即
ち
我
国
の
男
子
諸
君
に
の
み
依
頼
し
て
自
由
を
享
受
し
権
利
を
獲
得
せ

ん
と
欲
す
る
者
に
あ
ら
ず
我
等
女
子
た
る
者
の
勉
む
る
所
に
よ
り
て
其
志
を

達
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
」、
つ
ま
り
女
権
の
拡
張
は
自
分
た
ち
の
努
力
に

よ
っ
て
進
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
、
と
い
う
主
張
も
あ
り
、
意
気
が
感
じ
ら

れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
小
平
麻
衣
子
） 


